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「静岡県地域資料書誌提供システム」について 

調査課地域調査班 

 

１　目的 

　静岡県立中央図書館が作成した地域資料の全書誌をデジタルデータ「静岡県地域資料Ｍ

ＡＲＣ」として提供し、市町立図書館等における書誌作成業務の軽減化を図るとともに県内

の地域資料書誌データの標準化を目指す。 

 

２　「静岡県地域資料ＭＡＲＣ」の利点 

　(１)　データ入力作業の軽減 

地域資料ＭＡＲＣを検索し、ダウンロードすることで、個々の図書館で同じ資料の書

誌を作成する手間が省ける。 

　(２)　書誌の統一 

各図書館が同じ地域資料ＭＡＲＣを利用することで書誌が統一されるため、おうだん

くんサーチ（静岡県横断検索システム）で資料の所蔵館を検索するとき、検索漏れを防

ぐことができる。 

　(３)　目次情報 

県立中央図書館の地域資料ＭＡＲＣは富士山に関する資料のほか、歴史、人物、民俗　

関係などレファレンスで役立ちそうな資料については目次を入力している。目次も各館

の書誌データとして利用でき、書名から該当項目が探し出せなかった時など、目次から

目的の項目が探し出せる場合がある。 

 

３　地域資料ＭＡＲＣダウンロードについて 

おうだんくんポータルと公式ウェブサイトから、書誌情報を地域資料ＭＡＲＣとしてダ

ウンロードできる仕組みを提供している。 

 

※「静岡県地域資料MARC」とは 

図書館は、所蔵資料の書誌データを作成して蔵書システムを構築している。その際、一般に市販

されている資料の書誌データは TRCなど書誌作成会社から購入できるが、地域資料は行政資料や個

人出版など市販されていないものが多く、それらの書誌データは書誌作成会社でも扱われていない

ため、各図書館が１冊ずつ作成しなくてはならない。 

その手間を軽減するため、県立中央図書館では作成した地域資料の書誌データを配布し、自館の

書誌データとして取り込むことができる仕組みを提供している。このような、県立中央図書館が作

成・提供する地域資料の書誌データを「静岡県地域資料MARC」と呼んでいる。

※新着図書の目次入力と遡及作業を並行して行っている。
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４　地域ＭＡＲＣ提供システムの使い方 

（１）おうだんくんポータル「地域資料総合目録」からのダウンロード 

必要な書誌データを選択してダウンロードします。 

※ダウンロードしたファイルを自館データベースへアップロードする方法等については、

各図書館のシステム担当者にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       
 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア　1件ダウンロード 

「地域資料総合目録」をクリックします。

キーワードを入力して検索します。

一部の書誌については、目次入力をしています。こちらで

目次を検索し、ヒットした書誌をダウンロードすることも

できます。
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ダウンロード前に、MARC のフォーマットを選択します。

各館のシステム担当者に確認して、自館で取り込めるフォー

マットの型を選択してください。

ダウンロードの確認画面が出ますので、良ければ「保

存」をクリックします。デスクトップ上や、作成した

専用フォルダに保存すると使いやすいです。 

検索結果の一覧が表示されます。ダウンロードしたい

データが見つかったら書名をクリックし、詳細情報を

確認します。

地域資料書誌提供システムから書誌をダウンロードすると、県立独自の「地域 MARC

番号」が入ります。おうだんくんサーチでは、地域 MARC 番号も同定キーとなるた

め、同一の資料とみなされやすくなります。 
各図書館のシステムの仕様に合わせてご利用ください。 

ダウンロード前に、MARC のフォーマットを選択します。各館

のシステム担当者に確認して、自館で取り込めるフォーマッ

トの型を選択してください。 
◎選択後、「ダウンロード」をクリックします。
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ダウンロードの確認画面が出ますので、よければ「保存」をク

リックします。デスクトップ上や、作成した専用フォルダに、

ファイル名を付けて保存すると使いやすいです。 
保存したファイルを各館の図書館システムにアップロードし

てください。

※このデータは、当館で受入した資料のデータなので、県立中

央図書館の入力規則にそって作られています。違いがある場合

はその項目を修正する必要があります。

ダウンロードしたファイルを「メモ帳」で開くと、このよう

に、タグ形式で記載されたデータの中身を確認できます。

「ファイルを開く」を選択して、ファイルの中身を見ることもできます。



5 

イ　複数件ダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＬをチェックして複数選択後、「ダウンロード確認」をクリックします。

選択したデータが表示されます。 
ダウンロードの手順は（1）のアと同じです。
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（２） おうだんくんポータル「地域資料新着一覧」からのダウンロード 

新着地域資料の書誌データを一括ダウンロードできる機能です。 

※県立中央図書館で作成した新着の地域資料ＭＡＲＣも一覧できますので、一般流通して

いない地域資料の情報源としてもお使いください。 

 

 

 

 

 

 「地域資料総目新着」をクリックします。

　古書店購入、他館からの廃棄本の受入れ等も 
あるので、全てが新刊ではありません。

　[PDF]とあるのは、電子データの書誌です。 
　図書ではありません。

「全件」または「選択」を選ぶことができます。 
ダウンロードの方法は（１）ア・イと同じです。



7 

（３）目次入力の例 

地域ＭＡＲＣには、有用な目次情報が入力されています。この事例は極端な例ですが、

それぞれの図書館システムの状況等に応じて、ここまでの目次は不要だという場合には目

次を削除してもかまいません。 

目次を含めて検索したい場合には、県立中央図書館のサイトで「全項目検索」で検索し、

該当資料を探してみるという方法があります。 

 

例：『静岡県史　通史編２　中世』の目次（一部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


